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志賀自然教育研究施設年報
平成7（1995）年2月～平成8（1996）年1月

1　人事異動

　平成7年4月／筆付で，施設専任教官であった和田清氏（施設長〉は理科教育（生活科担当）

教授として長野市の教育学部へと転出になった。慣し，施設長の併任はそのままなので，施設の

管理運営及び授業等については引き続きご尽力いただいている。また，同日付で施設専任教窟で

あった渡辺隆一氏も教育学部生涯スポーツ課程（野外活動分野撞当）の助教授として転出した。

しかし，諸々の事情でしばらくの問は主たる勤務地を志賀におき，施設の授業や管理運営にも協

力いただくことになった。尚，別府桂が助教授に昇任して施設主任についた。

II運営委員会
1．平成7年5月2帽（水）（学部第一会議室）

　（1）平成6年度事業報告，（2）平成6年度決算報告，（3）平成7年度事業案，（4）平成7年度当初予算

案及び㈲平成6年度の施設利用状況について，それぞれ審議の結果，原案どおりに承認された。

　その他として，施設の将来計画については今年度の人事異動を踏まえたうえで，見直す必要が

あるのではないかという提案をいただいた。

2．平成7年10月18日（水）（学部中校舎二階201講義室〉

　平成7年度予算案について審議し，原案どおり承認された。

　引き続き，施設将来計画について施設長より説明があり，教育学部の将来計爾委員会の委員の

方々とも相談しながら，進めて行くことになった。また，志賀実習の際学生から要望の多い風呂

やトイレの改修については平成8年度の営繕要求等で要望を提出していくことにした。

　最：後に，施設研究業績33号の原稿の締め切りを平成8年1月20日とすることを報告し会議を終

えた。

III研究と教育活動

1．志賀実習

　平成7年度は教養部改組に伴うカリキュラムの見直しの影響で，1学年の志賀自然教育ゼミナ

ールと2学年の教貫養成課程合宿研修の2つの実習を行った。志賀自然教育ゼミナールについて

は後述の記事があるので、ここでは2学年の教貫養成課程合宿研修の臼程のみを記す。

　　第1班：6月26日～27日　　第2班：6月27日～28日　　第3班：6月28日～29日

　　第4班：6月29臼～30日　　第5班：7月3日～4日　　第6班：7月4日～5日

　　第7班：7月5日～6日　　第8班：7月6日～7屡　　第9班：7月10日～11日
　　第10班：7月11窪～12臼　　　（総数345名）

2．教育学部授業

　　「環境教育概論」を後期2単位で開講（渡辺，別府）。
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3．研修会等

　　7月21日～23露　コンピュータ利用教育指導者研修会（漆戸邦夫教授ほか）

　　7月24日～26日　上越教育大学生物学実習（中村登流教授ほか）

　　10月20日～22日　信州大学理学部実習（物質循環学科主催）

4．観察会支援活動

　　6月1日　下高井郡小・中学校教貫初任者研修（野沢温泉村上ノ平）の講師

　　7月19日　中野市南宮中学校の岩菅山登山に伴う自然観察の講師など長野県内外の小・中・

　高等学校の林間学校の際の講演多数。

　加えて，様々な団体主催の自然観察会への協力，支援。

　　　　　　　　　　　　　　IV　志賀山研究路の整備

　自然教育園内の自然観察路（志賀山研究路）の木道が老朽化し危険な所が見られるようになっ

てきた。毎年部分補修を施設職員で行ってきたが十分な修理ができないので，長野県生活環境部

環境自然保護課の平成7年度自然観察路整備事業の一環に当研究路も含めてもらい大規模な改修

ができた。にけ岩付近及びふたこ岩付近の木道）。利用者に安心して楽しんでもらえるようになり

大変感謝している。

　　　　　　　　　　　V　平成6年度の志賀施設の利用状況

1．資利館入館者の集計表

　　　　　　　　　　　平成6年度志賀施設資料館入館者数の集計表

表1　来館団体の種類

県　　外 県　　内 計

剛本数（％） 人数（％） 団体数（％） 入数（％） 団体数（％） 人数（％）

小学校

?w校

s刳w校
蜉w

齡ﾊ

10　（9．4％）

P8（17．0％）

P0　（9．4％＞

U　（5，7％＞

U2（58．5％）

1007（14．0％）

R466（48．1％）

P227（17，0％）

P51　（2．1％）

P350（18．8％）

2（10．5％）

R（15．8％＞

P　（5．3％）

P3（68．4％）

60　（7，0％）

T80（67．6％＞

P0　（1．2％）

Q08（24．2％）

12　（9．6％）

Q1（16，8％）

P0　（8．0％）

V　（5．6％）

V5（60．0％）

1067（13．3％）

S046（50．2％）

P227（15．2％）

P61（2．0％）

P558（19．3％）

計 106（100．0％） 7201（100．0％） 19（100．O％） 858（100．0％） 125（100．0％） 8059（100．0％〉

表2　繊体の県内外の比率（％〉

団体の種類 小学校 中学校 高等学校 大学。短大 一般 計

県　　内 16．7 14．3 0．0 14．3 17．3 15．2

県　　外 83．3 85．7 100．0 85．7 82．7 84．8
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表3　月別参観者数

団　　　　体
月 個人（％）

団体数（％） 人数（％）
計（％）

5月

U月

V月

W月

X月

P0月

113（4．2％）

P29（4．8％）

S98（18．6％）

P596（59，5％）

P65（6．2％）

P81（6．7％〉

3（2．4％）

P1（8．8％）

T7（45．6％）

S4（35．2％）

Q（L6％＞

W（6，4％）

313（3．9％）

Q132（26．5％）

S459（55．3％＞

X51（11．8％）

@33（0．4％）

P71（2．1％）

426（4．0％）

Q261（2LO％）

S957（46．2％）

Q547（23．7％）

P98（L8％）

R52（3．3％〉

計 2682（100．0％〉 125（100．0％） 8059（100．0％） 10741（100．0％）

◎平成6年度（平成6年5月1EI～10月30　Ei）も記帳者数に大きな変化はなかった。

　（昨年度より個人での訪問が若干滅少し，団体での利用がやや増加した）

2．志賀施設月別宿泊利用人数

　　　　　　　　　平成6年度　附属志賀自然教育研究施設月別宿泊利ナ辱ヨ人数

　　　　　　　　年・月

諱@分

6年

S月 5月 6月 7潤 8月 9月 ！0月 11月 12月

7年

P刈 2月 3月 計 備考

学　　　内 ⑪ 0 0 0 0 0 3 0 11 26 63 54

人
1
5
7

合宿研修等 0 0 64 298 86 0 0 0 0 0 0 0 448利
用
人
数
学　　　外 4 3 3 0 46 11 14 4 13 92 53 12 255

計 4 3 67 298 ユ32 工1 ユ7 4 24 1ユ8 ユ16 66
（LO80）

@　860

学　　　内 0 0 0 0 0 0 4 ⑪ 11 26 83 76 200

合宿研修等 0 0 124 579 150 0 0 0 0 0 0 0 853宿
泊
延
人
数
学　　　外 5 3 3 0 i38 19 24 4 22 131 113 15 477

計 5 3 127 579 288 19 28 4 33 157 196 91
（L842）

P，530

（　）内は平成5年度の数

（文責　別府　桂）


